
能代市畠町再開発 
ロードマップ

株式会社あきた総研
秋田市手形山崎町10-1

須田　紘彬
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事例勉強会　TERAKOYA①

●日時： 
6月19日（日） 
13:00~16:00 
能代市役所　第９・１０会議室 

●講師： 
岩手県紫波町役場 
企画課長　鎌田 千市　氏 
（日詰商店街・オガールプロ
ジェクト）

時間 内容 詳細
13:00 (5分) 開会挨拶 組合より

13:05 (60分) 【講演】

【要点】 
・紫波町で行った地域活性事業について解説
・地域活性は行政頼みではダメ、民間の力、
住民の意見が大事
・だけど大きな話なので行政も主体的に関わ
る知る 
 
【着地】
建物（ハード）ではなく、在り方（ソフト）
によって継続性を担保する

14:05 (15分) 休憩 ・お茶準備

14:20 (10分) 趣旨・狙い 組合より

14:30 (40分) 感想共有
参加された方たちで感想の共有。
質問や疑問などをテーブルファシリが取りま
とめる。

15:10 (15分) 【全体共有】 全体に向けて、各テーブルからの意見共有
疑問質問は須田が回答（知っている範囲で）

15:25 (25分) 【まとめ】 今日の話がどう再開発と関わるのか、今後の
事業と関わるのかについて解説（須田）

15:50 (10分) 閉会・写真撮影・アンケート
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事例勉強会
紫波町役場
企画課長　鎌田千一 氏
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まち歩きワークショップ　IDOBATA①

●日時： 
7月18日（月・祝日） 
9:00~12:00 
マルヒコ集合 
能代市役所　第９・１０会
議室 

●講師： 
平元 美沙緒 氏 
（ファシリテーショングラフィック） 
秋田グラフィックレコーダーズ

時間 内容 詳細
9:00 (5分) 集合・説明 組合より

9:05 (70分)

【街歩き】
写真コンテスト

【あったらいいな整理】
アイディア出し

・外部参加者や学生が街歩きを兼ねて、風景
をたくさん撮って周る。
（後半に住民投票により順位付け）

・対象住民の方や年配の方は、畠町にあった
ら良いもの、今困っていること、などを話す 
（テーブルファシリテーター3名ほど）

10:15 (15分) 休憩 ・お茶準備

10:30 (30分) 【あるもの整理】①

・畠町の思い出や「昔あったもの」「今ある
もの」などの特徴を付箋に書き出し
（テーブルファシリテーター3名ほど）
・書き出しながら、外部参加者、学生が「そ
れってなんですか？」「どんな思い出があり
ましたか？」と質問

11:00 (15分) 【全体共有】 全体に向けて、各テーブルからの共有

11:15 (10分) 休憩
・その場で印刷された写真を掲示し、全員に
配られたシール（3~5つ）にて投票

11:25 (30分) 【あるもの整理】②
同様の内容で繰り返し 
（話のネタがない場合は外部 / 学生が撮って
きた写真を見ながら話す）

11:55 (15分) 【全体共有】 全体に向けて、各テーブルからの共有

12:10 (5分)
コンテスト発表 

閉会・写真撮影・アンケート



copyright©Akita Career2021-

まち歩きワークショップ　IDOBATA①
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事例勉強会　TERAKOYA②

●日時： 
9月3日（土） 
13:00~14:45 
能代市役所　第９・１０会
議室 

●講師： 
横手市役所
教育総務部 教育総務課
主幹 大友 幸憲 さん

国土交通省
総合政策局 地域交通課 
企画調整官 阪場 進一

時間 内容 詳細
13:00 (5分) 開会挨拶 組合より

13:05 (60分)
【講演】
横手市役所
大友 氏

【要点】 
・横手駅前の再開発の全体像
・民間の役割分担
・横手市の公共図書館の成り立ち
・今のニーズではなく、目指すまちや場所の
コンセプトを目指す仕組みや取り組み 
 
【着地】
・従来の在り方を変えて、未来の目指す姿を
成し遂げる方法を考える

13:55 (5分) 休憩 ・お茶準備

14:00 (15分)
【ご挨拶】
国土交通省
阪場 氏

【要点】 
・都市再開発法の概要
・再開発で大切なこと

14:15 (20分)
【事例紹介】
あきた総研　須田

・宮崎県日向市
・高知県四万十市
・広島県竹原市
・静岡県富士市　の事例をご紹介

14:35 休憩 ・お茶準備

→ 休憩後 IDOBATAワークショップを実施
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事例勉強会　TERAKOYA②
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アイディア出しワークショップ　IDOBATA②

●日時： 
9/3（土） 
14:50~17:00 

●講師： 
平元 美沙緒 氏 
（ファシリテーショングラフィック） 
秋田グラフィックレコーダーズ

時間 内容 詳細
14:50 (5分) 挨拶・ファシリテーター紹介

14:55 (15分) オリエンテーション ・前回の振り返り

15:10 (5分) 自己紹介 グループ内自己紹介

15:15 (30分)
【ワーク①】 

・あったらいいな整理
・あるもの整理

・「畠町らしさ / 残したいこと / 大切にした
いこと」のキーワードを書き出す（個人ワー
ク）
・グループ共有で、名刺カードに書き出す

15:45 (10分) 休憩 ・お茶準備

15:55 (30分)
【ワーク②】 

・あったらいいな整理
・あるもの整理

「畠町の”あったらいいな”を考える」  

・場に出たカードをよく見ながら自由に組み
合わせたり、新たに付け加えたりしながら、 

アップデートされる畠町に”あったらいい
な”と思うもの・ことをワー クシートに記入

16:20 (20分) 【全体共有】 全体に向けて、各テーブルからの共有

16:40 (10分) 【まとめ】 ファシリテーターより全体のまとめ

17:00 終了

ワークショップの目的：理想や希望を把握するために現状を把握する
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アイディア出しワークショップ　IDOBATA②
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ロードマップに向けて

https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001431090.pdf
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今後考えること

モノ コト
「もっと、畠町らしさを！　＞　秋田 / 能代」
街として稼げる仕組みを！
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ロードマップとマイルストーン
再開発コーディネーター協会公式HP
https://www.urca.or.jp/coordinator/06redevelop.html
を参考に加筆

　枠については、都市計画法、都市再開発法に基づいて、案の
総覧等が行われ、権利者の意見を聴取することになっている
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準備 都市計画

• 高度利用地区
• 都市再生特別地区
• 地区計画等
　　　　　　　の決定

• 市街地再開発促進区域
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・入居テナント
（事業者）の選定
（運営方法や必要
面積に合わせた建
物設計）
・完成後のイベン
トや賑わい創出

・能代市の
マスタープランと
のバランス
・県、国とのすり
合わせ
・公共交通機関と
のすり合わせ

・工事の間に、今後の
管理運営についての計
画の策定
・コミュニティマネー
ジャ候補の選定

再開発の
コーディ
ネーター
の選定

・権利変換や用地
売買を行う上で、
金融機関や司法書
士、弁護士などの
専門家の選定

・コミュニティマ
ネージャの確定

現在 1年後 2年後 3年後

【Point】
・テナントを入れ切らないと設計に進めないため、ここが早ければ時期が短縮できる
（そのためには、どんな広さで、いくらでなどを検討する）

https://www.urca.or.jp/coordinator/06redevelop.html
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管理運営後の独自ルール（ガイドライン）の策定

海老名駅西口地区 まちづくりガイドライン参照

・能代市第二次総合計画
・能代市マスタープラン
・各種条例
・今回の再開発の基本方針

上位計画

畠町
まちづくり 
ガイドライン
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ガイドライン例
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管理・運営の主体について

【参考】市街地整備事業の事例集（神奈川県藤沢市）

管理・運営の主体をどうするかは大きな方針を決める上で欠かせません。
協同組合として続けるのか、事業会社として行うのか、その地域特性に応じて最適解は
異なりますが、主体的な新しい取り組みを、経済持続性と共に維持・発展させるために
は「稼げるコミュニティ」であることが必要なように思います。

法人形態 メリット デメリット

組合
・住民の合意表示し
やすい
・公益性がある

・意思決定が遅れる
・チャレンジがしにく
い

株式会社 
等

・意思決定が早い
・新しいこと（事例
のないこと）がしや
すい

・破綻の可能性がある
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畠町のあったらいいな（意見の集約）

【住民意見の集約（総意の分析）】
①歴史（特に大火）に焦点を当てたコンセプト 
　→市民（住民）のシビックプライド（この土地が好き）を強くする
　→結論は複数。建物を耐火構造にするでも良いし、木造で直しやすいでも良い。
②人が集まる人的流動性
　→商業施設や企画（撮影、アート、外でランチ、屋上に芝生）で、稼げるまちへ
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（過去資料）コミュニティをデザインする

住民の日常
住居 既存住民が移動する先の利便性を考慮

買い物 現在との比較の中で住民用の買い物先の必要性を検討

過ごし方 井戸端会議が出来たり、見回り効果のある「普段から用事がな
くても集まれる場」の策定

まちづくり

子ども・教育 学習スペースや図書館、資料館、体験スペースなどの設置

シニア・生涯学習 囲碁・将棋のスペースや習いごとなどで使えるレンタルスペー
スの設置（会議室とはニュアンスが異なる）

福祉（子育て・障がい） 保育所やデイサービス、バリアフリーな作り（段差、多目的ト
イレなど）

交流・ワークスペース コワーキングスペースやフリースペースなどワークショップの
できる場所（学習スペース・イベント広場との併用で可）

イベント広場
スクリーンを使っての講演、映画上映、パブリックビューイン
グなどを行うことのできるスペース（吹き抜けなど高さが必
要）

見た目・景観 木を基調とした内装外装で、若い人にとってオシャレであるこ
と。

再開発

移住者が増える 多要素との重なりが必要だが、仕事と子育てで住みやすさが大
事

起業・市民活動
新しいチャレンジができること、シェアオフィスや、ビジネス
仕様のwifiが強いこと、オンライン会議ができる防音の個室が
あること。

駐車場・駐輪場 市内外の人が集まりやすいこと、事故が起きにくいこと

容積率・投資効率 高い建物にするか低い建物にするか。テナントをどうするか。
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（過去資料）3つの観点

住民の日常

まちづくり 再開発

コミュニティ 
デザイン

・住みやすい（衣食住）
・日常的な娯楽
・利便性が増す

・子ども、教育
・シニア、生涯学習
・福祉（子育て、障がい）
・人材交流がしやすい
・市外の人が来たくなる
・見た目、景観が良くなる

・住む人が増える
・商店、会社などが増える
・駐車しやすい
・容積率、投資回収率
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提出資料一覧

・駅まちデザインの手引き.pdf
・駅まち再構築事例集令和2年.pdf
・駅まち再構築事例集リンク
　https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_gairo_tk_000019.html
　　・⑰日向市駅.pdf
　　・⑱中村駅.pdf
・再開発ビルの 再整備事例集 vol.1.pdf
・再開発ビルの 再整備事例集 vol.2.pdf
・市街地整備事業の事例集.pdf

https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_gairo_tk_000019.html

